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　＊特別会員

綱
　
領

指
　
針

会
長 

所
信

わ
れ
わ
れ
青
年
部
は

一、 

地
域
を
支
え
る
青
年
経
済
人
と
し
て

 　
　

先
導
者
た
る
気
概
で
研
鑽
に
努
め
よ
う

一、国
際
社
会
の一員
で
あ
る
べ
き

 　
　

国
際
人
と
し
て
の
教
養
を
高
め
よ
う

一、豊
か
な
郷
土
を
築
く
た
め
に

 　
　

創
意
と
工
夫
勇
気
と
情
熱
を
傾
け
よ
う

一、文
化
を
伝
承
し
つつ
新
し
い
文
化
の

 　
　

創
造
に
向
か
っ
て
歩
を
進
め
よ
う

一、行
動
こ
そ
時
代
を
先
駆
け
る
べ
き
青
年
の

 　
　

責
務
と
信
じ
力
を
合
わ
せ
国
の
礎
と
な
ろ
う

　
第
34
代 

会
長
　
大
塚 

政
徳

宮若商工会議所青年部2016年度組織

委 員 長
副委員長
委 員
理 事

安永　智俊
具志堅　興平
桶田　祐輔
上田　和也

委 員 長
副委員長
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員
理 事

岩 﨑 　 学
小玉　涼大
池田　雄輔
大森　康弘
佐藤　恵介
塩川　義登
清水　卓也
田畑　和廣
藤春　優二

福岡県商工会議所青年部連合会 出向者 紹介

新入会員 紹介

福岡県商工会議所青年部連合会

監　事　足 立　壮 生

福岡県商工会議所青年部連合会
研修委員会 翔生塾

副委員長　石 戸　賢 志

副会長（筆頭）
 竹内　一平

専務理事（事務局長）
上野　光太

総務委員会 元気ハツラツ委員会

直前会長
島田 耕一

募金活動ご報告の件ホームページ作成しました。
現地時間2015年4月25日11時56分にネパールの首都カトマンズに
てマグニチュード8.2の地震が起こりました。我々宮若商工会議所青
年部の会員にネパール出身のガレイ・ルパク君がおります。会員の母
国が大変な事になっている。なにか一つでも出来る事がないかと会員
で話し合いを行い。2015年の5月より事業を通し募金活動を行ってま
いりました。事業に参加された皆様や会員の協力も有り、公益財団法
人 日本ユニセフ協会を通し52,836円の金額を寄付させて頂きまし
た。ご協力頂きました皆様本当にありがとうございました。

2015年度、島田会長の取り組みの一環として、我々宮若商工会議
所青年部のホームページを作成行いました。宮若商工会議所青年
部の紹介や一年を通しての事業の紹介、また会員の企業紹介等を
掲載しておりますので、ぜひ下記のリンクより見て頂ければと思い
ます。
アドレス 
http://yeg-miyawaka.sakura.ne.jp/ 
また、QRコードからでもアクセス出来ます。

委 員 長
副委員長
委 員
委 員
理 事

中 田 　 進
藤崎　裕隆
樋口　隆一
吉田　修平
塩川　幸弘

人財育成委員会
委 員 長
副委員長
委 員
委 員
理 事

上野　紘一
舟越　和七郎
安倍　和美
ガイレ・ルパク
瓜生　直哉

副会長
大谷　哲也

YEGときめき委員会 地域交流委員会
委 員 長
副委員長
委 員

石戸　賢志
西島　俊輔
吉田　明生

県連理事
石戸　浩貴

㈱足立工作所宮若事業本部／建設業・製缶業 石戸産業株式会社／建設業
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た一つ
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を
求
め
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2
0
1
6
年
度　

宮
若
商
工
会
議
所
青
年
部　

第
3
4
代
会
長
に
任
命
し
て
頂
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。日
頃
よ
り
、会
を
支
え
て
頂
い
て
お
り
ま
す
O
B
、特
別

会
員
、賛
助
会
員
の
方
々
ま
た
、宮
若
市
や
関
係
団
体
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
、感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
思
え
ば
、宮
若
商
工
会
議
所
青
年
部（
以
下
、宮
若
Y
E
G
）に
2
0
0
5
年
度
に

入
会
し
、早
や
1
1
年
が
過
ぎ
、様
々
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。そ
の
中
で一番
思

い
出
深
い
経
験
は
、2
0
1
2
年
度
に
大
役
を
頂
い
た
福
岡
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連

合
会
の
専
務
理
事
で
し
た
。当
時
、福
岡
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
会
長
に
宮
若

Y
E
G
よ
り
山
本
康
雄
先
輩
が
任
命
さ
れ
、私
を
専
務
理
事
に
拝
命
し
て
頂
き
ま
し

た
。そ
の
中
で
色
々
な
方
々
と
御
縁
が
で
き
、私
自
身
大
き
く
成
長
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

当
時
、他
県
や
市
外
へ
出
向
さ
せ
て
頂
く
度
に
、厚
く
歓
迎
さ
れ
、異
業
種
関
係
な
く
親

睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
事
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。こ
れ
も
一重
に
、過
去
に
歴
代

や
先
輩
方
が
宮
若
Y
E
G
の
た
め
に
尽
力
し
、信
頼
や
絆
を
築
き
上
げ
ら
れ
て
こ
ら
れ
た

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。こ
の
感
謝
は
、言
葉
で
は
表
現
し
に
く
い
の
で
す
が
、人
は
ひ
と
に

よって
育
て
ら
れ
、成
長
で
き
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

全
国
の
Y
E
G
で
卒
業
年
齢
が
約
4
7
歳
の
中
で
、宮
若
Y
E
G
は
4
0
歳
で
卒
業

を
迎
え
ま
す
。限
り　

あ
る
時
間
の
中
で
、後
輩
へ
こ
の
絆
を
繋
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

私
は
、ス
ロ
ー
ガ
ン
に『
T
h
e 

O
n
l
y 

O
n
e
』と
い
う
言
葉
を
掲
げ
ま
し
た
。

『
た
っ
た
一つ
し
か
な
い
』と
い
う
意
味
で
す
。我
々
、宮
若
Y
E
G
は
異
業
種
の
集
ま
り
で

す
。製
造
業
や
小
売
業
、建
設
業
な
ど
様
々
な
方
が
入
会
さ
れ
て
い
ま
す
。業
種
等
に
関

係
な
く「
他
団
体
に
な
い
価
値
」ま
た
、「
他
社
に
な
い
価
値
」と
は
何
か
を
考
え
ま
し
た
。

昨
今「
企
業
価
値
は
人
で
あ
る
」と
よ
く
耳
に
し
ま
す
。Y
E
G
活
動
で
、根
底
に
あ
る
こ

と
は
、会
員
の
人
格
と
知
識
の
向
上
及
び
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
と
考
え
ま
す
。

　
　

会
員
一人
ひ
と
り
が
、こ
の
会
に
入
会
し
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
頂
け
、自
社
発
展
が

あ
って
か
ら
こ
そ
、地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
度
、5
つ
の
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
す
。総
務
委
員
会
・
元
気
ハツ
ラ
ツ
委
員
会
・

人
財
育
成
委
員
会
・
Y
E
G
と
き
め
き
委
員
会
・
組
織
交
流
委
員
会
で
す
。先
代
か
ら
引

き
継
ぐ
事
業
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、二
つ
の
事
業
を
新
た
に
創
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
一つ
目
は
、人
財
育
成
委
員
会
の「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
の
開
催（
年
3
回
）

で
す
。我
々
は
、経
営
に
携
わ
る
者
で
す
が
、年
齢
的
に
代
表
取
締
役
で
な
い
方
が
全
体
の

約
7
0
％
と
多
く
、経
営
者
と
し
て
の
知
識
が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。そ

こ
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
や
自
分
自
身
に
必
ず
役
に
立
つ
勉
強
会
を
行
い
た
い
と
考
え
ま

し
た
。講
師
を
招
い
て
の
研
修
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
習
等
を
企
画
し
、会
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
り
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、元
気
ハツ
ラ
ツ
委
員
会
の「
く
ら
じ
青
年
対
抗
交
流
会
並
び
に
懇
親
会
の
開

催
」で
す
。

現
在
、「
六
ヶ
岳
を
考
え
る
会
」を
通
し
て
、一般
社
団
法
人
直
方
青
年
会
議
所
と
鞍
手
商

工
会
青
年
部
と
の
お
付
き
合
い
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、そ
の
他
で
、他
団
体
と
の
交
流
が
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。こ
の
地
元
、直
鞍
地
区
に
数
々
の
青
年
経
済
人
が
集
う
団
体
が
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
こ
で
各
団
体
を
招
集
し
、交
流
会
ま
た
懇
親
会
を
行
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、素
晴
ら
し

い
出
会
い
や
様
々
な
き
っ
か
け
が
生
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。こ
の
生
ま
れ
育
っ

た
地
域
社
会
と
の
連
携
を
密
に
し
、明
る
く
豊
か
な
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
に
は
、次

代
を
担
う
青
年
同
志
で
親
睦
を
図
り
、意
見
交
換
を
行
う
こ
と
が
、最
善
の
近
道
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、私
の
好
き
な
言
葉
に
…
。「
難
が
無
い
の
は〝
無
難
な
人
生
〞。難

が
有
る
か
ら〝
有
難
い
人
生
〞に
な
る
。」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。忙
し
い
と
は
、心
を
亡

く
す
と
書
き
ま
す
。心
を
亡
く
し
て
い
る
人
が
、思
い
通
り
の
人
生
を
生
き
る
こ
と
は
難

し
い
も
の
で
す
。人
と
ひ
と
は
御
縁
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。新
し
い
出
会
い
に
感
謝
し
、心

を
常
に
最
高
の
イ
メ
ー
ジ
で
満
た
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
、ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
、会
長

所
信
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

賛助会員 紹介

㈲コトブキ／プロパンガス業

塩 川  義 登

ベルホール鈴木 / 葬祭業
〒823-0003 福岡県宮若市本城542-5
TEL.0949-32-0349

〒823-0003 福岡県宮若市本城542-5
TEL.0949-32-0349

商
工
会
議
所
青
年
部
は

地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
を
図
る 

商
工
会
議
所
活
動
の一翼
を
担
い

次
代
へ
の
先
導
者
と
し
て
の
責
任
を
自
覚
し

地
域
の
経
済
的
発
展
の
支
え
と
な
り

新
し
い
文
化
的
創
造
を
も
っ
て

豊
か
で
住
み
よ
い
郷
土
づ
く
り
に
貢
献
す
る 

監　事
足立 壮生

監　事
山本　康雄

指導員
小金丸 一哉

しお かわ よし と

山から天狗／飲食業

谷 川  賢 太

〒823-0003 福岡県宮若市本城734
TEL.0949-33-1315

たに がわ けん た

船 越  氣 海
金澤石油株式会社 / 石油販売業業
〒822-0022 福岡県直方市知古3丁目1-1
TEL.0949-24-3398

金 澤  　 穣様 様
ふな こし とき うみ かな ざわ ゆたか

あ だち まさ お いし ど けん じ

　宮若商工会議所青年部では、
私たちの暮らすこの宮若市を魅力溢れるまちにする仲間を募集しています。様々な事
業を通じこのまちを見つめ、会員メンバーや地域の皆様と関わりながら、自分自身を
成長させる場です。少しでも、関心を持たれる方、事業に一度参加してみませんか。

募集事項 ◆宮若商工会議所の地域内の商工業者並びにその子弟、従業員。
◆２０～３９歳の方。男女は問いません。

お問い合わせ 宮若商工会議所青年部 事務局 電話:0949-32-1200

お待ちし
て

おります
！

会員会員募集中募集中

報告事項



２０１6年度 宮若商工会議所青年部
スローガン ～ たった一つの

　　価値を求めて ～
～ たった一つの
　　価値を求めて ～

委員長並びに理事 紹介

役 員 紹 介

　商工会議所青年部の綱領で、「商工会議所活動の一翼を担い、地域の郷土づくりに貢献する」とございます。そこで、私はまず始
めに原動力である会員の人格と知識の向上を図ることが「鍵」になるのではないかと考えました。会員一人ひとりが、この会に入会
して良かったと思って頂け、自社発展があってからこそ、地域社会の発展に寄与できるのではないでしょうか。今年度も皆様のあた
たかいご支援、ご協力をお願い申し上げます。

第34代宮若商工会議所青年部 会長　大塚 政徳 ㈲おおつか／小売業

　昨年度、一年間会長職を務めさせて頂き、関係諸団体の皆様には大変お世話になりました。心より感謝申し上げます。昨年度の
経験を活かし、今年度も益々宮若商工会議所青年部並びに地域を盛り上げる為、邁進して行く所存で御座います。皆様のご指
導・ご鞭撻の程宜しくお願い致します。

直前会長　島田 耕一 ㈲花のバラヤ／生花小売業

　2016年度は、この直鞍地区の交流がない団体と積極的に親睦を深め、地域を支える青年経済人の方 と々の交流でこの地域の発
展に繋がればと考えます。また一年間かけてメンバー研修会を開催します。会社の代表としてのスキルアップをめざし社会に貢献し
ます。最後に副会長として会長をサポートし、新しい委員長の発想を取り入れられる調整役としての活動を心掛けて行きたいと思
います。

筆頭副会長　竹内 一平 ㈱竹内総合保険事務所／保険代理店

　この度、大塚会長のもと２０１６年度副会長として責任のある役職に任命して頂き、身の引き締まる思いで御座います。
青年部活動の最大の喜びは「人との出会い」であると確信します。人に出会い、感化され、議論を交わす。出会いを通じて新たな自
分と出会う。地域の明日を考え、そして未来に夢を抱く。その為にも青年部会員全員との連携や、諸先輩との繋がりを大切にしなが
ら同じ志を持つ新しい仲間の発掘に取り組みたいと思います。

　「The Only One」～たった一つの価値を求めて～　大塚会長の掲げられたスローガンで、今年度青年部活動がスタート致しま
した。青年部活動において自分自身の価値を見つけ、「勤倹力行」を実践し宮若商工会議所青年部会員の一人として、地域発展・
自社の発展に繋がる様、実り多い一年にしたいと考えています。一年間どうぞよろしくお願い致します。

　月日の流れは早いもので、私の青年部活動は１２年目を向かえます。残りの活動期間も２年を残すのみとなりました。さて、昨年
度から引き続き、福岡県商工会議所青年部連合会へ監事職として出向させていただきます。新たなる同士、文化や風土との出会い
を楽しみに、自身の成長、地域貢献へ繋げていきたいと思っております。今後、地域の先導者の一人となることをお約束し、最後ま
でご支援よろしくお願い申し上げます。

　今年度、監事をさせていただく事になりました、山本康雄です。
私は、平成26年度に当青年部を一度卒業しております。正直、そんな私が『監事をさせていただいてもいいのか？』との思いもござ
いました。しかし、卒業して初めてわかる青年部の【すばらしさ】や【大切さ】を後輩達に伝えたい一心でこの監事職をお受けいたし
ました。当会の監事として、しっかり大塚会長年度を支えていきますので、どうぞよろしくお願いいたします。

副会長　大谷 哲也 協和環境㈲／浄化槽管理・清掃

専務理事（事務局長）　上野 光太 光ルーフ／屋根工事業

　今年度は、大塚会長の元、県連理事のお役目を頂きました。県連の情報精査に努め皆様にご案内して共に市外や県外に出向し
宮若市や宮若YEGのアピールを行いましょう。また他単会や他の地域の特性や文化など感じて吸収し宮若市に持ち帰り議論して
更なる成長の糧にして参りたいです。会長の掲げるスローガン『The Only One』～たった一つの価値を求めて～を胸に刻み青年
部活動や自社の発展に邁進して参ります。皆様１年間宜しくお願いします。

県連理事　石戸 浩貴 石戸産業株式会社／建設業

OB監事　山本 康雄 山本自動車/自動車販売・修理

監事　足立 壮生 ㈱足立工作所宮若事業本部／建設業・製缶業

　この度、大塚会長のもと２０１６年度元気ハツラツ委員会の委員長を務
めさせて頂きます岩崎です。　
元気ハツラツ委員会の担当事業としましては、「フェスティバルin千石の開
催」「くらじ青年対抗交流会並びに懇親会の開催」「宮田恵比寿祭りへ
の出店＆協力」の３つです。私自信、右も左も分からない状態ですが先輩
方が築き上げた事業を引き継ぎ、全うできるように過去の資料を熟読し
円滑な事業展開を送れるように努力して参りたいと思います。皆様には
多々ご迷惑をお掛けすると思いますが、お力添えを頂きますとともにご協
力宜しくお願い致します。

　この度、大塚会長のもと２０１６年度ＹＥＧときめき委員長を務めさせ
て頂きます上野です。委員長と言う責任ある立場となりますがこの経験が
自身の成長に繋がるよう意識して活動していきたいと思います。青年部で
の活動を通じて少しでも多くの方 と々の繋がりを大切にし、喜びを分かち
合えたなら幸せです。初めての委員長となりますが、皆様、ご指導ご鞭撻
のほどよろしくお願い致します。

　この度、人財育成委員会委員長に任命していただき、重責を担うことになり身の
引き締まる思いです。人財育成委員会は、スキルアップ研修会（年3回）、家族親睦
会及び会員交流会の開催（8月）を担当いたします。
内容としましては、セルフマネージメント力（単純な自己管理だけでは無く、自分自
身を最大限に生かし成果を上げる）の強化によるモチベーションの向上や、会社経
営や業務運営に必要な法規・規定・業務要綱等の知識と実務の向上を目的に考え
ています。初めて委員長をさせていただく事になり、ご迷惑をお掛けしてしまうかも
しれませんが皆様のご指導ご鞭撻のほど宜しくお願いいたします。

　本年度地域交流委員長を務めさせていただきます。８年目となる本年度は大塚
会長のもと宮若市の地域、市民との交流に携わり青年部活動の理解と宮若市の発
展に尽力します。大塚会長の掲げる「The Only One」～たった一つの価値を求めて
～のスローガンのもと委員会活動を行います。地域と市民の皆様との架け橋に宮若
YEGがなれるよう努めます。

　この度、２０１６年度総務委員会委員長の役を、任せて頂く事になりました安永
智俊です。
総務委員会では、理事会・定例会・総会の開催や名刺・手帳・資料の作成など宮
若市商工会議所青年部の事業を行う上において、重要な委員会であることを知り
ました。限られた時間の中で理事会や総会・定例会等の事業がスムーズに行えるよ
うに努力していきたいと思います。S・Sボデー工業(株)/自動車販売・修理

総務委員会
委員長　安永 智俊

三和クレーン/クレーンリース業
担当理事　上田 和也

【担当事業】
・手帳・名刺の作成　・総会の運営
・理事会・定例会の開催
・広報誌「絆」の発刊（年2回）
・ホームページ＆掲示板の管理　・翔生塾への出向

株式会社 藤建/建築業・飲食業
担当理事　藤春 優二

【担当事業】
・フェスティバル in 千石の開催
・くらじ青年対抗交流会及び懇親会の開催
・宮田恵比須祭りへの参加協力　・翔生塾への出向

中田ホームズ(有)/建設業

人財育成委員会
委員長　中田　進

㈲塩川組/建設業
担当理事　塩川 幸弘 【担当事業】

・スキルアップ研修会の開催（年3回）
・家族親睦会及び会員会員交流会の開催
・翔生塾への出向  

上野サッシ/アルミ・ガラス業

YEGときめき委員会
委員長　上野 紘一

瓜生鉄工所/金属加工業
担当理事　瓜生 直哉

【担当事業】
・六ヶ岳登山道整備　・六ヶ岳統一登山　
・冬ホタルイルミネーション祭り開催
・翔生塾への出向

【担当事業】
・御神輿の開催　・宮若ふるさと祭り出店＆協力
・卒業式典の開催
・会員拡大担当　・翔生塾幹事役

石戸産業株式会社／建設業

地域交流委員会
委員長　石戸 賢志

アイ・プラン/水道工事業

元気ハツラツ委員会
委員長　岩﨑　学


